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Ａ．研究目的  
  リスクコミュニケーションは、1989 年、
National	 Research	 Council によって「個

人、機関、集団間での情報や意見のやり

とりの相互作用的過程である。」と定義さ

れた 1）。相互作用的とは、行政や企業、

科学者に代表されるリスク専門家から情

報が一方方向に伝えられることではなく、

多くの個人や関係団体、機関が、リスク

についての疑問や意見を述べ、リスクに

関する情報を交換し、ともに意思決定に

参加することである。また、意見や情報

の交換にとどまらず、ステイクホルダー

と言われる利害関係者がお互いに働きか

け合い、影響を及ぼし合いながら、建設

的に継続されるやりとりである。双方向

のやりとりを重要視しているのが、リス

クコミュニケーションである。リスクコ

ミュニケーションにおけるリスク情報、

リスクメッセージは、リスクの性質や、

リスク管理のための法律や制度、その整

備に対して、またリスクメッセージその

ものに対しての関心や意見、反応の表現

である。効果的なリスクコミュニケーシ

ョンのためには、それに関わる人々のリ

スク認知、いわゆるリスクの主観的な捉

え方を明らかにする必要があると言われ

ている 2）。	 

本研究では、昨年開発された媒体の利

用促進のためのパンフレット作成と、リ

スクコミュニケーションに用いる子供向

教材を開発することを目的とした。	 

 
Ｂ．研究方法	 

子供向教材開発において、学習者が能動

的で、提供された論題の全体要素が同時に

与えられ、論題の全体像を理解できるよう、

興味づけ、情報提供、コミュニケーション

の促進のために、ゲーミングシュミレーシ

ョン3）を利用した。今回は、情報提供を主

体として、欧州を中心に知育玩具として利

用されているカードゲームである「カルテ

ット」を利用した。昨年度において成人向

け「カルテット」を作成し、保育士等での

研修に利用したところ、子供向けの要望が

多かった。日本では，新型インフルエンザ
4）や、食の安全教育5-6）、狂犬病予防7）を

題材にしたものが開発され，一定の教育効

果が指摘されている。  
カルテットゲームは欧州を中心に知育

玩具としてトランプのように用いらられ

いる幼児以上を対象としたカードゲーム

の一種で，3～5 人でプレイする。8 テー
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マそれぞれ 4枚ずつの合計 32枚のカード

からなり，4 枚組（テーマ数）を最も多

く集めた人が優勝するゲームである。内

容は、昨年度の研究成果物を参考に、文

部科学省が作成した副読本 9）の内容に沿

うように原案を作成し、研究班員による

ディスカッションによって決定した。	 

（倫理面への配慮）	 

研究Aにあたっては、公開されている資

料によるレビューを行った。研究Bにあた

っては、同意が得られた者のみを対象とし、

調査分析のためのデータ管理及び整理を

調査者ではない担当者が行い、調査者には

匿名化されたデータが渡され、対象者がど

のような回答をしたかはわからない。	 

	 

Ｃ．研究結果	 

成人向けカルテットのリーフレットは、

カードに書かれた内容を補てんすること

と、ファシリテーターが不在時のルールの

説明のために作成された。	 

子ども用カルテットの8つのテーマは

「身の回り」「働き」「変化」「測る」「利

用」「影響」「歴史」「防災」となった。

各テーマにおけるカード内容等はカルテ

ット一覧（表）に示す。	 

	 

Ｄ．考察  
	 試作したカルテットは、昨年度の研究

において参加した保育士対象研修から、

参加型かつ問題解決型の研修が重要であ

ると認識され、対象がこれまで情報収集

があまりできていない人々には情報提供

として、またすでに多くの情報収集を果

たしている人々にとっては研修における

アイスブレイクとして利用することを想

定している。そして学習したこのふりか

えができるようリーフレットの作成にい

たった。	 

また、ある程度成人が放射性物質に関

して学習されている現状においては、子

供たちへの学習教材が必要との意見がき

かれ、今回は、文科省作成の副読本内容

に沿って作成することとなった。研究班

メンバーは、放射性物質と健康影響に関

しての専門家、支援の専門家、食品の専

門家であり、また実際に現地支援を行っ

ていた者であり、現場経験を踏まえた内

容になっていると考えられる。	 

カルテットによる利用効果については

今後の研究によって評価しなければなら

ない。	 
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Ｅ．結論	 

	 リスクコミュニケーションにおいては

特に自治体職員等情報提供者となりえる

人々には、リスクコミュニケーションのス

キル向上のための研修が必要不可欠であ

る。情報提供内容は対象者のニーズにあっ

たものにしなければならないが、放射性物

質に関するリスクだけでなく、リスクその

ものの概念などを伝えていかなければな

らない。情報提供方法としてゲーミングシ

ュミレーションを利用した教材が開発さ

れ、その評価を今後実施しなければならな

い。	 
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  放射線のカルテット（案）   

  テーマ 1 2 3 4 

1 身の回り 

宇宙 地面 空気 食べ物 

放射線は、宇宙からもふ

りそそがれています。 

放射線は、地面から

もでています。 

呼吸によって自然

の放射性物質を吸

い込んでいます。 

食物から自然の放射性物

質を取り込んでいます。 

2 働き 

通り抜ける 強くする 退治する 分解する 

ものを通り抜ける働きが

あります。 

もの（材料）を強くす

る働きがあります。 

細菌を殺して、きれ

いなものにすること

ができます。 

排気ガス中の有害な化学

物質を分解する働きがあ

ります。 

3 変化 

放射性物質 二分の一 半減期 30 年 

時間がたつにつれて減

っていき、別のものにか

わります。 

放射性物質の量が

半分になるまでの時

間を「半減期」といい

ます。 

半減期は放射性物

質によって異なりま

す。 

セシウム 137 の半減期は

約 30 年です。 

4 測る 

放射線 「はかるくん」 シーベルト（Ｓｖ） 場所 

放射線は、目に見えま

せん。 

放射線は測定器で測

ることができます。 

からだが受ける放

射線量をあらわす

単位です。 

学校内やその周りのいろ

いろな場所を測ってみよ

う。 

5 利用 

エックス線撮影 発電 タイヤ ジャガイモ 

放射線を使って、骨折や

けがの様子を見ることが

できます。 

放射性物質を利用し

て電気をつくります。 

ゴムに放射線をあ

てて、強くてじょうぶ

なタイヤが作られて

います。 

芽がでることを防ぎ、長く

保存するために放射線を

あてています。 

6 影響 

約 2.0 ミリシーベルト やけど がん ひまん 

日本では、日常 1 年間に

受けている放射線の量

は、一人当たり約 2.0 ミリ

シーベルトです。 

たくさんの放射線を

受けると、やけどをし

ます。 

たくさんの放射線を

受けると、将来がん

になる可能性が高

くなります。 

がんなどの病気は、たば

こ、ひまん、食生活などい

ろいろな原因が重なって

起こります。 

7 歴史 

レントゲン博士 キュリー夫妻 原子爆弾 原子力発電所 

レントゲン博士は、1895

年に放射線を発見し、ノ

ーベル賞を受賞しまし

た。 

キュリー夫妻は、

1898 年に放射性物

質を発見しました。 

原子爆弾が長崎・

広島に落とされまし

た。（1945 年） 

東日本大震災による原子

力発電所の事故がおきま

した。（2011 年） 

8 防災 

情報入手 避難 水 確認 

防災無線、ラジオやテレ

ビからの情報をよく聞こ

う。 

自宅から避難すると

きは、ガスや電気を

消して、戸締りをしよ

う。 

食べ物や水を 1 週

間分準備しておこ

う。 

学校やおうちで、気を付け

ることを話し合っておこう。 



 

 


